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プ
ラ
ザ
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー 

ト
三
階
建
て
、
延
べ
三
千
平
方 



あ
り
、
一
階
の
フ
ー
ド
ス
ペ 

ー
ス
に
は
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の 

「
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
」
と
ラ
ー
メ 

ン
の
「
ス
ガ
キ
ヤ
」
が
入
店
。 

両
店
共
通
の
テ
ー
ブ
ル
が
三
百 

人
分
用
意
さ
れ
て
お
り
、
昼
食 

時
に
は
大
勢
の
学
生
た
ち
が
利 

用
し
て
い
ま
す
。
時
に
は
学
生 

が
集
中
、
順
番
を
待
つ
長
い
列 

が
出
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

三
百
席
の
う
ち
十
六
席
に
は
、 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
用
の
端 

末
も
備
え
付
け
ら
れ
、
ネ
ッ
ト 

サ
ー
フ
ィ
ン
も
楽
し
め
ま
す
。 

 
こ
の
ほ
か
一
階
西
側
壁
面
に 

は
、
大
型
プ
ラ
ズ
マ
ビ
ジ
ョ
ン 

が
据
え
付
け
ら
れ
て
お
り
、
米 

大
リ
ー
グ
・
イ
チ
ロ
ー
の
活
躍 

ぶ
り
や
世
界
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど 

を
み
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 

二
階
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ペ 

ー
ス
で
、
大
手
コ
ン
ビ
ニ
「
ロ 

ー
ソ
ン
」
が
中
部
地
区
で
は
初 

め
て
、
大
学
構
内
に
お
目
見
え 

し
て
い
る
ほ
か
、
書
籍
の
「
榮 

進
堂
」
と
メ
デ
ィ
ア
シ
ョ
ッ
プ 

の
「
Ｃ
ｏ
ｍ
・
Ｃ
ｏ
ｍ
」
が
出 

店
し
て
い
ま
す
。 

 

三
階
に
は
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ 

愛知工業大学         

愛知工業大学名電高校     

愛知工業大学附属中学校    

愛知工業大学情報電子専門学校 

ン
機
能
を
使
っ
て
同
時
に
三
つ

の
会
議
を
開
く
こ
と
が
出
来
る

多
目
的
室
の
ほ
か
、
同
窓
会
と
後

援
会
の
事
務
所
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
会
議
の
疲
れ
を
癒
す
場
と
し

て
、
日
本
庭
園
な
ど
も
造
ら
れ
て

い
ま
す
（
た
だ
し
、
学
生
は
三
階

を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
）
。 

く
つ
ろ
ぎ
の
場
、
語
ら
い
の 

場
が
ほ
し
い
、
便
利
な
買
い
物 

環
境
を
―
―
と
い
う
、
学
生
の 

要
望
を
取
り
入
れ
て
造
ら
れ
た 

Ａ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
で
す
。
美
化
に 

心
が
け
な
が
ら
、
ど
し
ど
し
利 

用
し
ま
し
ょ
う
。 

 

学
園
創
立
九
十
周
年
記
念
事
業
の
一

つ
、
「
Ａ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
」
が
大
学
本
部
棟

前
の
１
号
館
跡
地
に
完
成
、
四
月
五
日
午

前
九
時
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

くつろぎの場  中部初のコンビニも 
学園創立90年 

記念事業 大学にAITプラザがオープン 

 
 

活
気
あ
ふ
れ
る
プ
ラ
ザ
前
広
場 
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マ
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ド
ナ
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↑
榮
進
堂
↓
ロ
ー
ソ
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ス
ガ
キ
ヤ 



八
人
。
昨
年
は
四
人
あ
っ
た
女

性
の
入
学
者
は
、
今
年
は
一
人

で
し
た
。 
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（
五
日
午
前
十
時
＝
鉀
徳
館
） 

 

新
調
の
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん

で
緊
張
し
た
表
情
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
を
前
に
、
後
藤
学
長

が
「
も
の
づ
く
り
の
大
切
さ
と

心
構
え
」
を
中
心
に
式
辞
を
述

べ
ら
れ
、
そ
の
後
、
新
入
生
代

表
の
宣
誓
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
【
入
学
者
数
】
昼
間
主
は
千

四
百
五
十
人
で
、
学
部
別
に
み

る
と
工
学
部
が
八
学
科
で
千
二

百
九
人
、
経
営
情
報
科
学
部
二

学
科
は
二
百
四
十
一
人
で
し

た
。
夜
間
主
は
工
学
部
八
十
九

人
、
経
営
情
報
科
学
部
十
七

人
。 

（
六
日
午
前
十
時
ー
十
一
時
＝

普
通
科
・
瑞
穂
校
舎
講
堂
、
専

門
学
科
・
若
水
校
舎
愛
名
館
＝

写
真
左
上
） 

 

校
舎
改
築
中
と
あ
っ
て
、
今

年
も
普
通
科
は
瑞
穂
校
舎
の
講

堂
、
専
門
学
科
は
若
水
校
舎
の

愛
名
館
と
、
二
会
場
に
分
か
れ

て
の
式
と
な
り
ま
し
た
。 

 

両
会
場
で
、
渡
辺
校
長
の
式

辞
、
後
藤
理
事
長
の
告
辞
な
ど

が
あ
り
、
普
通
科
、
専
門
学
科

そ
れ
ぞ
れ
で
新
入
生
の
代
表
が

宣
誓
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

校
舎
改
築
は
、
こ
の
夏
工
事

完
了
の
予
定
で
、
入
学
式
の
分

散
開
催
も
今
回
で
最
後
と
な
り

ま
す
。 

【
入
学
者
数
】
普
通
科
三
百
六

21世紀へ力強く第一歩 
平成13年度 

入 学 式 

  21世紀初の入学式は、４月５日から７日にか 

  けて大学、専門学校、中学・高校でそれぞれ行 

 われました。満開の桜のもと、総勢2,369人が 

 希望あふれるスタートを切りました。 

（
六
日
午
前
九
時
＝
愛
名
館
）

詰
め
エ
リ
の
制
服
に
身
を
固
く

し
、
ま
だ
子
供
っ
ぽ
さ
の
残
る

新
入
生
を
前
に
、
川
本
校
長
が

紙
に
大
書
し
た
「
自
立
と
自

律
」
の
文
字
を
示
し
な
が
ら
、

学
ん
だ
こ
と
を
ど
う
生
か
し
、

団
体
生
活
で
何
を
身
に
つ
け
て

行
く
か
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
理
事
長
告
辞
な
ど

が
あ
り
、
新
入
生
の
代
表
が
宣

誓
を
し
ま
し
た
。 

【
入
学
者
数
】
五
十
六
人
。 

   真剣な表情で入学式に臨むフレッシュ 

  マン＝鉀徳館で 

（
七
日
午
前
十
時
＝
学
校
） 

 

一
般
教
室
を
会
場
に
式
が
行

わ
れ
、
吉
田
校
長
が
式
辞
で

「
今
は
ど
こ
の
学
校
出
身
か
で

は
な
く
、
社
会
に
出
て
何
が
出

来
る
か
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る

時
代
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
な
ど
に
続
き
、
女
性

の
新
入
生
が
代
表
で
宣
誓
＝
写

真
右
下
＝
し
ま
し
た
。 

【
入
学
者
数
】
高
度
情
報
、
情

報

工

学
、
電

子

制

御
、
Ｃ

Ａ

Ｄ
・
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
四
学
科
で
七
十

十
人
、
電
気
、
電
子
、
機
械
の

三
専
門
学
科
二
百
四
十
四
人
の

計
六
百
四
人
。 

 

な
お
大
学
院
は
、
修
士
課
程

六
十
八
人
、
博
士
課
程
七
人
の

合
わ
せ
て
七
十
五
人
と
な
っ
て

 

理
事
長
告
辞
に
聞
き
入
る

新
入
生
＝
愛
名
館
で 

 

新
入
生
を
代
表
し
て
宣
誓

す
る
寺
井
清
美
さ
ん 

 

緊
張
し
た
面
持
ち
で
話
を

聞
く
新
一
年
生
＝
愛
名
館
で 
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二
十
三
人
、
二
日
目
は
八
百
四

十
九
人
の
計
千
七
百
七
十
二
人

で
し
た
。 

 

昨
年
は
二
日
間
で
百
八
十
九

社
が
参
加
、
訪
れ
た
学
生
は
千

五
百
六
十
人
で
し
た
。
企
業
数

が
減
っ
て
参
加
学
生
が
増
加
し

た
の
は
、
就
職
戦
線
が
ま
す
ま

す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
か
ら

で
し
ょ
う
か
。 

 

会
場
に
は
、
企
業
別
に
ブ
ー

ス
（
机
）
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
担
当
者
が
待
機
。
学
生
た

ち
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
片
手
に

会
社
巡
り
を
し
て
、
担
当
者
か

ら
熱
心
に
説
明
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
中
に
は
学
生
の
人
気
が

集
中
、
ブ
ー
ス
周
囲
で
何
人
も

の
学
生
が
順
番
を
待
つ
と
い
う

社
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

学
生
の
出
身
地
企
業
と
交
流

を
深
め
、
厳
し
い
就
職
事
情
が

少
し
で
も
改
善
出
来
れ
ば
と
こ

の
ほ
ど
、
愛
知
県
に
次
い
で
出

身
学
生
の
多
い
岐
阜
、
三
重
、

静
岡
、
富
山
県
の
四
会
場
で

「
地
元
企
業
交
流
会
」
（
愛
名

会
共
催
）
を
開
き
ま
し
た
（
日

程
・
会
場
な
ど
は
下
表
）
。 

 

四
日
間
で
昨
年
よ
り
二
十
六

社
多
い
百
三
十
四
社
が
参
加
、

学
園
出
身
者
の
評
価
が
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
特
に
富
山
会
場
で
は
富

山
県
を
は
じ
め
石
川
、
福
井
県

出
身
の
大
学
三
年
生
に
も
参
加

を
呼
び
か
け
、
約
六
十
人
が
企

業
の
関
係
者
ら
と
熱
心
に
懇
談

し
て
い
ま
し
た
。 

 

 

就
職
事
情
の
改
善
目
指
す 

 
 

＝
愛
名
会
と
共
催
＝ 

 
 

ふ
る
さ
と
企
業
と
交
流
会 

 

就
職
戦
線
を
勝
ち
抜
く
た
め

に
、
ま
ず
相
手
を
知
ろ
う
―
大

学
の
学
内
企
業
研
究
会
（
愛
名

会
と
の
共
催
）
が
四
月
六
、
九

日
の
二
日
間
、
鉀
徳
館
を
会
場

に
開
か
れ
ま
し
た
。
二
百
社
近

い
企
業
が
参
加
し
、
約
千
八
百

人
の
学
生
が
熱
心
に
企
業
の
実

状
を
“
勉
強
”
し
て
、
よ
り
よ

い
就
職
活
動
の
参
考
に
し
て
い

ま
し
た
＝
写
真
。 

 

参
加
企
業
は
両
日
と
も
八
十

六
社
で
、
学
生
は
初
日
が
九
百

 
希
望
業
種
を
徹
底
チ
ェ
ッ
ク 

  
 

 
 

鉀
徳
館
で
平
成
十
三
年
度
学
内
企
業
研
究
会 

  
 

 
 
 

順
番
待
ち
の
出
る
人
気
企
業
も 

 

◇
…
大 

 

学
…
◇ 

 
 

希
望
者
全
員
が
就
職 

 

平
成
十
二
年
度
の
求
人
は
前

年
度
よ
り
や
や
改
善
さ
れ
、
三

千
二
百
七
十
九
社
、
延
べ
二
万

六
千
九
百
九
十
二
人
に
達
し
ま

し
た
。 

 

卒
業
生
千
三
百
六
十
九
人
の

進
路
状
況
を
み
る
と
、
進
学
七

十
二
人
、
そ
の
他
二
百
七
十
四

人
で
、
就
職
し
た
の
は
千
二
十

三
人
。
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
就
職

率
で
し
た
。 

 

業
種
別
で
は
製
造
業
三
百
八

十
二
人
、
建
設
業
二
百
十
二

人
、
サ
ー
ビ
ス
業
二
百
六
十

人
、
商
業
百
十
八
人
、
そ
の
他

三
十
三
人
。
こ
の
ほ
か
公
務
員

十
七
人
、
教
員
一
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

◇
…
専
門
学
校
…
◇ 

 

求
人
倍
率
は
12
・
１
倍 

  

平
成
十
二
年
度
の
求
人
は
三

百
四
十
四
社
、
八
百
五
十
六
人

で
、
求
人
倍
率
は
十
二
・
一
倍

と
過
去
最
低
の
厳
し
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
学
科
・

専
攻
を
指
定
し
た
求
人
数
は
横

ば
い
で
、
情
報
系
学
科
へ
の
専

攻
指
定
求
人
は
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
年
度
後
半
に
は
求

人
の
追
加
募
集
を
行
う
企
業
も

現
れ
る
な
ど
、
風
向
き
が
や
や

フ
ォ
ロ
ー
に
な
り
ま
し
た
。 

  県    会場         開催日   出席企業 

 

 富 山    名鉄トヤマホテル   ３月２日（金） 43(31) 
 

 三 重 四日市都ホテル    ３月９日（金） 26(25)     

 

岐 阜  岐阜キャッスルホテル ３月14日（水） 36(29) 
 

静 岡    浜松名鉄ホテル    ３月16日（金） 29(23) 

 

専
門
学
校
生
の

点 
 
 
 

ジ
ャ
ス
コ
三
好
店
で
展
示 

  

専
門
学
校
生
が
制
作
し
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ス
（
Ｃ
Ｇ
）
十
三
点
が
四
月
二

十
三
日
か
ら
五
月
八
日
ま
で
、

ジ
ャ
ス
コ
三
好
店
西
館
一
階
通

路
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
、
Ｃ
Ｇ
専

攻
学
生
に
よ
る
「
卒
業
制
作
」

な
ど
で
、
大
き
さ
は
す
べ
て
Ａ

３
版
。
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」
、

「
少
年
と
枯
れ
木
」
な
ど
若
さ

あ
ふ
れ
る
力
作
ぞ
ろ
い
で
す
。 

 

◇
…
高 

 

校
…
◇ 

 
 

国
公
立
進
学
は
六
人
増 

 

 

卒
業
生
六
百
五
十
八
人
の
う

ち
、
大
学
・
短
大
へ
は
四
百
二

人
、
専
修
学
校
へ
は
百
人
が
進

み
、
そ
の
他
の
学
校
は
五
十
五

人
で
し
た
。
国
公
立
大
学
合
格

者
は
十
八
人
で
、
前
年
を
六
人

上
回
る
な
ど
、
こ
こ
三
年
間
は

増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。 

 

一
方
、
求
人
数
六
百
八
十
五

人
に
対
し
、
就
職
し
た
の
は
普

通
科
十
六
人
、
専
門
学
科
八
十

五
人
の
計
百
一
人
で
、
ほ
ぼ
昨

年
並
み
で
し
た
。 
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大
学
生
の
資
格
取
得
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
略

称
・
Ｅ
セ
ン
タ
ー
）
は
平
成
十

三
年
度
、
さ
ら
に
内
容
充
実
と

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

新
た
に
「
オ
ラ
ク
ル
・
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
「
Ｊ
ａ
ｖ
ａ
」
な
ど

の
Ｉ
Ｔ
関
連
講
座
を
は
じ
め

「
工
業
英
語
」
、
「
公
害
防
止

管
理
者
」
、
「
宅
地
建
物
取
引

主
任
者
」
な
ど
の
講
座
を
開

設
。
人
気
の
「
Ｃ
Ａ
Ｄ
」
に
一

級
、
「
簿
記
」
に
は
二
級
を
加

え
る
な
ど
計
十
二
講
座
を
増
や

ま
す
。
本
年
度
は
健
康
公
開
講

座
「
は
じ
め
よ
う
！
卓
球
」
や

Ａ
Ｉ
Ｔ
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
紙
漉
き
と
も
の
づ
く
り
」
、

そ
れ
に
Ｉ
Ｔ
関
連
講
座
を
開
講

す
る
予
定
で
す
。 

 

ま
た
、
通
常
の
授
業
で
あ
る

複
合
科
目｢

も
の
づ
く
り
文
化｣

の
一
部
は
、
一
般
の
人
も
受
講

出
来
る
「
公
開
講
義
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
な
ど
は
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
＝
電
話

〇
五
六
五
（
四
八
）
八
一
二
一

＝
へ
。 

し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
Ｗ
ｏ
ｒ

ｄ
＆
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
」
な
ど
五
講

座
を
一
つ
に
統
合
。
全
体
で
は

昨
年
七
月
の
開
設
時
よ
り
八
講

座
増
え
て
二
十
八
講
座
と
な
り

＝
左
の
表
参
照
＝
、
五
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
複
合
科
目｢

も
の
づ

く
り
文
化｣

の
受
講
生
を
対
象

に
、
西
加
茂
郡
小
原
村
和
紙
会

館
と
愛
知
県
陶
磁
資
料
館
で
、

紙
漉
（
す
）
き
と
陶
芸
の
「
も

の
づ
く
り
」
を
体
験
で
き
る
ツ

ア
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

一
般
向
け
公
開
講
座
も 

 

こ
の
ほ
か
、
生
涯
学
習
の
一

貫
と
し
て
一
般
社
会
人
向
け
に

「
公
開
講
座
」
も
実
施
し
て
い

 
 

さ
ら
に
充
実
の
「
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
（
大
学
） 

 
 
 

Ｃ
Ａ
Ｄ
一
級
な
ど
二
十
八
講
座
に 

 
 
 
 
 

も
の
づ
く
り
の
体
験
ツ
ア
ー
も
計
画 

 
 
 
 

 

会
長
に
葛
谷
氏
選
出 

 

大
学
後
援
会
が
定
時
総
会 

  
  

 

 

平
成
十
三
年
度
の
大
学
後
援

会
定
時
総
会
は
、
四
月
五

日
の
入
学
式
後
、
愛
和
会

館
に
保
護
者
ら
約
五
百
人

が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し

た
。
新
役
員
は
次
の
み
な

さ
ん
（
敬
称
略
）
。 

 

▽
会
長 

 
 

葛
谷 

捷
臣 

 

▽
副
会
長 

舩
橋 

茂
行 

 
 
 
 

 
 

原
田 

正
道 

 
 
  
  
 
 
 
  

藤
谷 

直
樹 

 
 

▽
監
事  

  

横
井 

 

豊 

 
 
  
  
  

  
  

東  
 

秀
行 

 
 

ま
た
後
援
会
の
地
域
別

保
護
者
懇
談
会
の
日
程

が
、
上
表
の
よ
う
に
決
ま

り
ま
し
た
。 

 

大
学
独
自
の
学
資
ロ
ー
ン 

 

学
園
・
同
窓
会
が
利
子
補
給 

 
 

 

学
園
は
本
年
度
か
ら
、
大
学

生
を
対
象
に
利
子
補
給
金
制
度

付
き
「
Ａ
Ｉ
Ｔ
学
資
ロ
ー
ン
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
在
学
期

間
中
、
学
費
を
心
配
す
る
こ
と

な
く
学
業
に
励
め
る
よ
う
に

と
、
学
園
だ
け
で
な
く
、
大
学

同
窓
会
も
利
子
補
給
に
協
力
し

て
い
ま
す
。 

 

総
融
資
限
度
額
は
三
百
六
十

万
円
以
内
、
利
率
は
変
動
年
利

型
と
し
、
年
二
回
見
直
し
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
融
資
条
件
、
返
済
方
法
な

ど
詳
し
い
こ
と
は
大
学
・
学
生

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

 

エクステンション講座一覧 
①パーフェクト講座（秋期試験対策） 

②春季集中・受験対策講座（春期試験対策） 

 （①②は初級システムアドミニストレータ） 

③パーフェクト講座（秋期試験対策） 

④春季集中・受験対策講座（春期試験対策） 

 （③④基本情報技術者・旧第二種情報処理技術者） 

⑤マルチメディア検定（3級）講座 

⑥パソコン総合基礎講座 

⑦<ORACLE MASTER試験対応>ｵﾗｸﾙ・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ入門講座 

⑧Ｊａｖａプログラミング演習講座 

⑨<ＭＯＵＳ試験対応>Ｗｏｒｄ完全マスター講座 

⑩<ＭＯＵＳ試験対応>Ｅｘｃｅｌ完全マスター講座 

⑪ＭＣＰ＜Windows2000対応＞講座 

⑫英会話基本コミュニケーション講座 

⑬ＴＯＥＩＣ講座 

⑭工業英語能力検定（3級）講座 

⑮パーフェクト講座（前期試験対策） 

⑯受験対策講座（後期試験対策） 

 （⑮⑯はＣＡＤ利用技術者・2級）  

⑰ＣＡＤ利用技術者（1級）パーフェクト講座 

⑱宅地建物取引主任者講座 

⑲簿記検定（3級）講座 

⑳簿記検定（2級）講座 

色彩能力検定（2・3級）講座 

公害防止管理者（水質関係）講座 

危険物取扱者(乙種4類）講座 

危険物取扱者(甲種）講座 

基礎講座 

直前対策講座 

 （は公務員講座） 

自己発見対策講座 

｢読み方・書き方・話し方｣対策講座 

 

大
学
ー
藤
ケ
丘
間
に 

 

四
月
か
ら
直
行
バ
ス 

 
 
 

格
安
運
賃
の
片
道
二
百
円 

  

大
学
の
隣
に
は
愛
知
万
博
で

話
題
を
集
め

た
「
海

上

の

森
」
が

広

が

り
、
自

然

環

境
に
は
恵
ま

れ
て
い
ま
す

が
、
都

心

か

ら

や

や

遠

く
、
交

通

環

境
は
理
想
的

と
は
い
え
ま

せ
ん
。 

 

こ
う
し
た

こ

と

か
ら
、

公
共
交
通
機

５月日 ４年次学生   大学・愛和会館 

９月８日 三重懇談会   四日市都ホテル  

９月日 岐阜懇談会   岐阜キャッスルホテル 

９月日 静岡懇談会   グランドホテル浜松 

９月日 関西懇談会   ホテルサンルート梅田 

月６日 中・四国懇談会 岡山ロイヤルホテル 

月日 北陸懇談会   ホリディ・イン金沢 

月日 １～３年次学生 大学・愛和会館 関
を
利
用
し
て
い
る
学
生
の
利

便
性
を
増
し
、
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
し
よ
う
と
、
名
鉄
バ
ス

を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
四
月
か

ら
、
大
学
と
地
下
鉄
藤
ケ
丘
駅

を
結
ぶ
直
行
シ
ャ
ト
ル
便
の
運

行
を
始
め
ま
し
た
。
片
道
二
百

円
で
、
従
来
の
路
線
バ
ス
運
賃

と
比
べ
る
と
二
百
八
十
円
も
安

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
、
希
望
者
全
員
の

自
動
車
通
学
を
可
能
に
す
る
た

め
、
専
用
駐
車
場
の
拡
張
も
計

画
中
で
す
。 

 
 

学
生
に
ま
じ
っ
て
公
開
講

義
を
聴
講
す
る
一
般
の
人
た
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          主な人事異動   

◆退職   

 ◇定年退職 

 （学  園） 

   管理部長                      久保田 盛夫 

   秘書課長                      近藤  輝彦 

   総合企画室参事                   森下 三千雄 

 （大  学） 

   基礎教育ｾﾝﾀｰ教授兼基礎教育ｾﾝﾀｰ長          鵜飼  正和 

   基礎教育ｾﾝﾀｰ教授                  佐田  榮三 

   工学部情報通信工学科教授              内山   晋 

   教学部次長兼総合技術研究所事務室事務長（兼務略）  近藤  心正 

   事務局会計課長                   児玉  賢三 

   就職部就職課長                   岡本   誠 

 （高  校） 

   教諭                        橋本  昌幸 

   教諭                        渡辺   寛 

   教諭                        武井  庚二 

 （専門学校） 

   教授                        棚橋 寅之祐 

   教授                        半村  久雄 

 ◇普通退職 

 （大  学） 

   工学部電気工学科助教授               鈴木  郊宇 

   事務局長兼学園総務部長               丹羽  晴夫 

 （高  校） 

   教諭                        藪   武光 

 ◇任期満了 

 （大  学） 

   工学部機械工学科特任教授              寺田   耕 

   工学部土木工学科特任教授              川本  万 

 ◇委嘱終了 

 （高  校） 

   客員講師                  イザベル・ランプティ 

 （中  学） 

   嘱託講師                      古畑   守 

                         （以上 ３月31日付）                    

◆新規採用 

 （学  園） 

   総務部次長                     下向  祥夫 

   ｼｽﾃﾑ管理室次長                   小荒井  健 

 （大  学） 

   工学部電子工学科教授                日比野 倫夫 

   工学部電子工学科教授                江口  一彦 

   工学部機械工学科教授                鵜飼  隆好 

   工学部情報通信工学科助手              小西 たつ美 

   教学部次長（兼務略）                堀田  龍一 

   就職部就職課長                   加藤  武治 

 （高  校） 

   教諭                        藤澤  敏道 

   教諭                        小島   勉 

 （中  学） 

   教諭（非常勤講師）                 高野  道広 

   教諭（嘱託講師）                  山崎 俊一郎 

   教諭（嘱託講師）                  堀本  尚宏 

 （専門学校） 

   助教授 （嘱託講師）                 橋本  秀則 

◆任命 

 （大  学） 

   副学長            工学部応用化学科教授・稲垣  愼二 

   工学部長           工学部電子工学科教授・加藤  厚生 

   基礎教育ｾﾝﾀｰ長          基礎教育ｾﾝﾀｰ教授・服部 忠一朗  

   図書館長      経営情報科学部経営情報学科教授・佐藤 由身子 

   AITプラザ館長     副学長兼工学部電気工学科教授・鷲見  哲雄 

   ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ長        工学部電気工学科教授・後藤  泰之 

   基礎教育ｾﾝﾀｰ特任教授（教授）            鵜飼  正和 

   基礎教育ｾﾝﾀｰ特任教授（教授）            佐田  榮三 

   工学部情報通信工学科特任教授（教授）        内山   晋 

 （専門学校） 

   特任教授（教授）                  棚橋 寅之祐 

   特任教授（教授）                  半村  久雄 

◆昇格 

 （学  園） 

   管理部長（次長）                  伊藤  勝彦 

   財務部長（次長）                  三輪  博美 

   管理部次長（管財課長）               高田  宣章 

   財務部経理課長（課長補佐）             岩井  貞二 

   総務部総務課長（大学事務局総務課課長補佐）     伊藤   忍 

 （大  学） 

   工学部建築学科教授（助教授）             建部  謙治 

   工学部電気工学科助教授（講師）            前田  昭徳 

   工学部応用化学科助教授（講師）            手嶋  紀雄 

   工学部機械工学科助教授（講師）            酒井  春雄 

   工学部土木工学科助教授（講師）            鈴木  森晶 

   基礎教育ｾﾝﾀｰ助教授（講師）          ローレンス・ケリー 

   基礎教育ｾﾝﾀｰ助教授（講師）             岡本  昌也 

   工学部情報通信工学科講師（助手）          菱田  隆彰 

   事務局長（次長）                  宍戸   哲 

◆配置換え   

 （大  学） 

   工学部事務室事務長兼事務局総務課長 事務局総務課長・立枕  孝之 

   基礎教育ｾﾝﾀｰ講師（高校教諭）            坂井  久司 

◆兼務 

 （学  園） 

   総務部長                 事務局長・兼子   勝 

   秘書室長                 財務部長・三輪  博美 

 （大  学） 

   事務局会計課長         学園財務部会計課長・川出  善晴 

◆新規委嘱 

 （大  学） 

   工学部応用化学科客員教授              三輪  智夫 

   工学部機械工学科客員教授（特任教授）        寺田   耕 

   工学部土木工学科客員教授（特任教授）        川本  万 

 （高  校） 

   AET（英語指導助手）              マリア・ゴデブスカ 

 （中  学） 

   嘱託講師                      藤田  昌子 

   嘱託講師                      富田 めぐみ 

   嘱託講師                      佐橋  幸彦 

   嘱託講師                      石田  彰利 

◆出向受入   

 （学  園） 

   総合企画室参事                   柳田   充 

                        （以上 年４月１日付） 

 

【
学
位
取
得
】 

工
学
博
士 

◇
飯
吉
僚
・
電
子
工
学
科
助
教

授
（
一
月
三
十
一
日
＝
名
古
屋

大
学
） 

「
電
子
衝
撃
局
所
加
熱
方
式
電

子
銃
に
関
す
る
研
究
」 

◇
小
池
幸
男
・
建
築
学
科
助
教

授
（
二
月
二
十
八
日
＝
名
古
屋

大
学
） 

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
お
よ
び
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
の
強
度
・

塑
性
変
形
挙
動
に
お
け
る
寸
法

効
果
に
関
す
る
研
究
」 

◇
鈴
木
達
夫
・
経
営
情
報
学
科

教
授
（
三
月
十
六
日
＝
名
古
屋

工
業
大
学
） 

「
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
者

診
断
と
外
注
管
理
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
研
究
」 

◇
後
藤
す
ゞ
子
先
生
奨
学
金 

 

大
学
・
建
築
学
科
一
年
生
一

人
に
三
月
六
日
、
奨
学
金
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。 

◇
大
矢
奨
学
金 

 

高
校
か
ら
大
学
へ
の
進
学

者
、
附
属
中
学
か
ら
高
校
へ
の

進
学
者
そ
れ
ぞ
れ
一
人
に
、
五

日
と
六
日
の
入
学
式
後
、
奨
学

金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 ≪全国高校選抜大会≫ 

◇フェンシング部 
３月22～26日（京都府大山崎町体育館） 

 【団体フルーレ（３位）】 

 ◆決勝トーナメント 

  名電５－１沼津東（静岡） 

  名電５－４平安（京都）  

 ◆準決勝 

  名電１－５粕屋（福岡） 

◇卓球部 
 ３月25～28日（京都府立体育館） 

 【団体（３位）】 

 ◆決勝トーナメント 

  名電３－０福井商業（福井） 
 ◆準々決勝 
  名電３－０明徳（高知） 
 ◆準決勝 
  名電０－３青森山田（青森）  
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を
変
更
、
舗
装
さ
れ
た
道
で
の

散
歩
（
約
三
㌔
＝
写
真
㊤
）
に

な
り
ま
し
た
。
道
路
脇
に
咲
い

て
い
る
の
が
「
フ
キ
ノ
ト
ウ
」

と
確
認
出
来
て
話
が
は
ず
む
な

ど
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に

勉
強
も
し
な
が
ら
、
約
五
十
分

 

合
宿
生
活
を
通
し
て
自
己
の

責
任
、
行
動
、
協
調
を
考
え
、

相
互
信
頼
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
高
校
は
四
月
十
六
日
か
ら

十
八
日
ま
で
、
岐
阜
県
郡
上
郡

高
鷲
村
の
郡
上
高
原
ホ
テ
ル
で

新
一
年
生
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。 

 

普
通
科
九
ク
ラ
ス
と
専
門
学

科
六
ク
ラ
ス
の
二
班
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
泊
の
合
宿
で

し
た
。 

 

二
日
目
は
、
朝
の
研
修
で
ホ

テ
ル
周
辺
を
五
㌔
ほ
ど
散
策
す

る
計
画
で
し
た
が
、
残
雪
が
多

く
、
雪
解
け
水
で
道
が
ぬ
か
る

ん
で
い
た
た
め
、
急
き
ょ
予
定

 

編
集
者
が
交
代
し
た
の
を
機

に
、
「
学
園
だ
よ
り
」
の
大
き

さ
を
こ
れ
ま
で
の
タ
ブ
ロ
イ
ド

版
か
ら
「
当
節
流
行
」
の
Ａ
４

版
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
の
書

式
の
書
類
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
の
で
、
保
存
は
楽
に
な
る
も

の
と
思
い
ま
す
。 

 

文
字
も
、
や
や
大
き
め
の
ポ

イ
ン
ト
の
も
の
に
変
え
て
み
ま

し
た
。
こ
れ
も
「
当
節
流
行
」

で
す
が
、
そ
の
分
、
情
報
量
が

減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

記
事
は
「
出
来
る
だ
け
簡
潔

に
、
分
か
り
や
す
く
」
し
、
た

く
さ
ん
の
情
報
を
伝
え
る
べ
く

努
力
し
ま
す
。 

 

パ
ソ
コ
ン
・
ソ
フ
ト
を
駆
使

（
？
）
し
、
自
前
で
編
集
し
て

み
ま
し
た
。
と
て
も
使
い
切
る

と
こ
ろ
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
の

で
、
欠
点
が
目
立
つ
こ
と
と
思

い
ま
す
。
出
来
る
だ
け
早
く
、

習
熟
に
つ
と
め
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。 

 

保
護
者
や
地
域
の
人
た
ち
に

知
ら
せ
た
い
学
園
の
情
報
や
話

題
を
、
発
信
基
地
と
し
て
ど
ん

ど
ん
送
り
出
し
て
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
読
者
の
皆
さ
ん
か

ら
の
情
報
が
も
っ
と
も
重
要
で

す
。
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、
い

つ
で
も
学
園
・
総
合
企
画
室
へ

ご
一
報
を
。 

 
 

 

（
柳
） 

編 

集 

後 

記 

昼
食
に
「
手
づ
く
り
」
う
ど
ん 

 
 

＝
高
校
で
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合
宿
＝ 

  
 

 

郡
上
の
ホ
テ
ル  

自
然
と
親
し
み
協
調
考
え
る 

間
歩
き
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
ホ
テ
ル
横
に
併
設

さ
れ
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
う
ど
ん

の
手
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し

た
。
昼
食
で
は
自
作
の
う
ど
ん

を
味
わ
い
ま
し
た
＝
写
真
㊦
＝

が
、
ネ
ギ
を
刻
ん
だ
り
、
味
付

け
し
た
り
、
食
器
を
洗
っ
た
り

と
、
男
子
と
女
子
の
分
担
は
う

ま
く
い
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

普
通
科
主
任
の
澤
田
勉
教
諭

は
「
合
宿
は
、
生
徒
た
ち
に
基

本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け

さ
せ
る
の
が
狙
い
で
す
。
色
々

な
中
学
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
生

徒
た
ち
が
、
共
同
生
活
を
通
じ

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が

果
た
す
べ
き
役
割
を
学
び
と
っ

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。 

 

22
日
に
教
職
員
見
学
会 

 
 

改
築
中
の
高
校
新
校
舎 

 

教
職
員
を
対
象
に
し
た
高
校

新
校
舎
の
見
学
会
が
、
二
十
二

日
午
後
二
時
か
ら
行
わ
れ
ま

す
。
希
望
者
は
電
話
で
学
園
・

管
理
部
ま
で
。
ま
だ
机
な
ど
の

備
品
が
搬
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、

教
室
の
雰
囲
気
は
よ
く
分
か
ら

な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
新

し
い
「
環
境
」
に
触
れ
る
こ
と

は
出
来
る
で
し
ょ
う
。
な
お
保

護
者
対
象
の
見
学
会
は
、
今
の

と
こ
ろ
計
画
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

新
校
舎
は
七
月
中
に
は
完
成

の
予
定
で
、
九
月
の
新
学
期
か

ら
は
普
通
、
専
門
学
科
と
も
若

水
で
の
授
業
と
な
り
ま
す
。 

７年ぶり８度目のＶ果たす 
 第51回愛知県高校優勝野球大会 

 イチローの着たユニホームで 

 第51回愛知県高校優勝野球大会は４月

30日、名古屋市熱田区の熱田球場で決勝

戦が行われ、名電は春日丘を８対２で破

り７年ぶり、８回目の優勝をしました。 

 

▽
決
勝 

春 

日 

丘 
 

０
０
０
０
１
０
０
０
１ 

２ 

 

０
３
２
０
３
０
０
０
ｘ 

８ 

愛
工
大
名
電 

 

（
春
）
田
辺
、
上
村
ー
小
境 

 

（
愛
）
大
山
ー
鈴
木
宏 

【
本
塁
打
】
村
口
（
愛
）
小
境 

（
春
） 

  

優
勝
チ
ー
ム
が
身
に
つ
け
て

い
た
の
は
、
米
大
リ
ー
グ
の
シ

ア
ト
ル
・
マ
リ
ナ
ー
ズ
で
活
躍

す
る
イ
チ
ロ
ー
ら
が
一
九
九
一

年
、
春
の
選
抜
大
会
で
着
用
し

た
ユ
ニ
ホ
ー
ム
。
優
勝
に
執
念

を
燃
や
す
倉
野
光
生
監
督
は

「
イ
チ
ロ
ー
の
着
た
ユ
ニ
ホ
ー

ム
で
出
場
す
れ
ば
、
選
手
の
気

も
引
き
締
ま
る
だ
ろ
う
」
と
、

生
地
の
痛
み
を
承
知
の
上
で
使

用
を
決
め
た
と
い
い
ま
す
。
選

手
た
ち
も
、
偉
大
な
先
輩
の
ユ

ニ
ホ
ー
ム
で
実
力
が
発
揮
出
来

た
よ
う
で
す
。 

 


